


市
と
Ｎ
Ｈ
Ｋ
佐
賀
放
送
局
で

は
、
文
化
会
館
の
開
館
25
周
年

を
記
念
し
て
Ｎ
Ｈ
Ｋ
衛
星
第
２

テ
レ
ビ
で
放
送
中
の
「
Ｂ
Ｓ
日

本
の
う
た
」
の
公
開
録
画
を
行

い
ま
す
。

歌
と
ト
ー
ク
で
楽
し
い
ス
テ

ー
ジ
を
お
届
け
し
ま
す
。
観
覧

を
希
望
す
る
人
は
次
の
要
領
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

と
　
き
●
１
月
10
日
（
木
）
午

後
６
時
開
場
、
同
６
時
40
分
開

演
、
同
８
時
半
終
演
予
定

と
こ
ろ
●
市
民
文
化
会
館

出
　
演
●
山
本
譲
二
、
大
月
み

や
こ
、
西
方
裕
之
、
田
川
寿
美

ほ
か

入
場
料
●
無
料

申
し
込
み
●
12
月
10
日
（
月
）

ま
で
に
往
復
は
が
き
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
佐
賀

放
送
局
（
4

０
９
５
２
・
28
・

５
０
０
９
）
へ
。
同
日
必
着
。

応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
の

う
え
、
１
枚
で
２
人
ま
で
入
場

で
き
る
整
理
券
を
送
付
し
ま
す

（
12
月
20
日
ご
ろ
発
送
予
定
）

そ
の
他
●
１
歳
以
上
か
ら
入
場

整
理
券
が
必
要
で
す
。
ご
応
募

の
際
に
い
た
だ
い
た
情
報
は
、

抽
選
結
果
の
ご
連
絡
に
使
用
し

ま
す
。
な
お
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
は
、

番
組
や
イ
ベ
ン
ト
の
ご
案
内
、

受
信
料
の
お
願
い
に
使
用
さ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す

※市政情報を拡大してお知らせします。

市
文
化
事
業
協
会

で
は
、
小
椋
佳
に
よ

る
ソ
ン
グ
＆
ト
ー
ク

シ
ョ
ー
を
開
き
ま
す
。

「
さ
ら
ば
青
春
」

「
愛
燦
燦
」「
夢
芝
居
」

な
ど
小
椋
作
品
の
代

表
曲
は
今
で
も
誰
も

が
口
ず
さ
ん
で
し
ま

い
ま
す
。
そ
の
名
曲

の
数
々
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

と
　
き
●
２
月
22
日
（
金
）
午

後
６
時
開
場
、
同
６
時
半
開
演

と
こ
ろ
●
市
民
文
化
会
館

入
場
料
●
全
席
指
定
４
５
０
０
円

発
売
開
始
日
●
11
月
24
日
（
土
）

午
前
10
時
〜
（
発
売
初
日
は
電

話
受
け
付
け
の
み
）

チ
ケ
ッ
ト
取
扱
所
●
市
民
文
化

会
館
、
ロ
ー
ソ
ン
チ
ケ
ッ
ト

電
話
受
付
●
市
民
文
化
会
館

（
4
85
・
３
６
４
５
）

交
通
規
制
に
ご
協
力
を

交
通
規
制
に
ご
協
力
を

市
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ル
・
バ
ト

ー
で
は
、
異
文
化
に
親
し
み
な

が
ら
、
子
育
て
を
し
て
い
る
世

代
の
人
た
ち
に
交
流
し
て
も
ら

お
う
と
、
シ
ュ
ト
レ
ン
作
り
教

室
を
開
き
ま
す
。
ド
イ
ツ
の
ク

リ
ス
マ
ス
で
有
名
な
お
菓
子
を

一
緒
に
作
り
ま
せ
ん
か
。

対
　
象
●
子
育
て
を
し
て
い
る

市
内
居
住
者

と
　
き
●
12
月
10
日
（
月
）
午

前
10
時
〜
午
後
１
時

と
こ
ろ
●
保
健
セ
ン
タ
ー

参
加
費
●
５
０
０
円
（
材
料
代
）

募
集
人
数
●
14
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み
●
11
月
19
日
（
月
）

か
ら
同
30
日
（
金
）
ま
で
に
電

話
で
市
民
協
働
推
進
課
女
性
政

策
国
際
交
流
係
（
4

85
・
３
５

０
８
）
へ

交
通
規
制
に
ご
協
力
を

小椋佳さん

田川寿美さん 山本譲二さん



「
書
家
・
平
川
朴
山
の
軌
跡
」

実
行
委
員
会
で
は
平
川
朴
山
先

生
の
生
誕
１
０
０
年
記
念
遺
作

展
「
書
家
・
平
川
朴
山
の
軌
跡
」

を
次
の
と
お
り
開
き
ま
す
。

今
回
の
遺
作
展
は
、
壮
年
期

の
日
展
、
毎
日
展
な
ど
の
出
品

作
品
か
ら
現
代
の
墨
象
作
品
に

至
る
、
70
年
に
お
よ
ぶ
軌
跡
が

初
め
て
公
開
さ
れ
る
貴
重
な
展

覧
会
で
す
。
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ

さ
い
。

と
　
き
●
11
月
27
日
（
火
）
か

ら
12
月
２
日
（
日
）
ま
で

と
こ
ろ
●
佐
賀
県
立
美
術
館
４

号
展
示
室
（
佐
賀
市
）

入
場
料
●
無
料

問
い
合
わ
せ
●
同
実
行
委
員
会

事
務
局
（
4
82
・
２
３
８
３
）

市
文
化
事
業
協
会
で
は
、

柄
本
明
「
煙
草
の
害
に
つ
い

て
」
芝
居
公
演
を
し
ま
す
。

柄
本
さ
ん
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河

ド
ラ
マ
な
ど
で
お
な
じ
み
の

日
本
を
代
表
す
る
俳
優
で
す
。

ナ
ン
セ
ン
ス
で
奇
妙
な
ユ
ー

モ
ア
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

と
　
き
●
２
月
25
日
（
月
）
午
後

６
時
開
場
、
同
６
時
半
開
演

と
こ
ろ
●
中
央
公
民
館
ホ
ー
ル

入
場
料
●
全
席
自
由
３
８
０
０
円

発
売
開
始
日
●
11
月
24
日
（
土
）

午
前
10
時
〜
（
発
売
初
日
は
電

話
受
け
付
け
の
み
）

チ
ケ
ッ
ト
取
扱
所
●
市
民
文
化

会
館
、
ロ
ー
ソ
ン
チ
ケ
ッ
ト

電
話
受
付
●
市
民
文
化
会
館

（
4
85
・
３
６
４
５
）

交
通
規
制
に
ご
協
力
を

新
幹
線
工
事
の
橋
桁
架
設

工
事
に
伴
い
、
国
道
34
号
の

轟
木
二
本
黒
木
交
差
点
か
ら

鳥
栖
市
一
本
松
交
差
点
（
村

田
町
）
ま
で
の
一
部
区
間
を

交
通
規
制
し
ま
す
（
下
図
参

照
）。詳し

く
は
鳥
栖
鉄
道
建
設

所
（
4
87
・
３
１
８
７
）
へ
。

■
車
両
通
行
止

12
月
１
日
（
土
）
か
ら
同

３
日
（
月
）
ま
で
、
午
後
10

時
〜
午
前
６
時

■
片
側
通
行

12
月
３
日
（
月
）
か
ら
同
５

日
（
水
）
ま
で
、
午
後
10
時
〜

午
前
６
時

※
い
ず
れ
も
予
備
日
を
含
む

国
史
跡
の
田
代
太
田
古
墳

（
田
代
本
町
）
と
市
重
要
文
化
財

の
ヒ
ャ
ー
ガ
ン
サ
ン
古
墳
（
弥

生
が
丘
七
丁
目
）
の
石
室
内
部

を
次
の
と
お
り
公
開
し
ま
す
。

と
　
き
●
12
月
２
日
（
日
）
①

午
前
10
時
〜
正
午
②
午
後
１
時

〜
同
３
時
（
各
２
回
）

と
こ
ろ
●
公
開
時
間
内
に
現
地

集
合

公
開
方
法
●
現
地
で
係
員
が
誘

導
・
案
内
し
ま
す

そ
の
他
●
参
加
無
料
。
申
し
込

み
不
要
で
す

問
い
合
わ
せ
●
教
育
委
員
会
生

涯
学
習
課
（
4
85
・
３
６
９
５
）

交
通
規
制
に
ご
協
力
を

交
通
規
制
に
ご
協
力
を

四本松

轟木二本黒木

安
良
川

安
良
川

安
良
川

九
州
新
幹
線
ル
ー
ト

九
州
新
幹
線
ル
ー
ト

交
通
規
制
に
ご
協
力
を

イタリアで墨象を披露する平川朴山

柄本明さん



国
民
健
康
保
険
の
健
康
家
庭

表
彰
は
、
過
去
１
年
以
上
、
世

帯
全
員
が
保
険
の
給
付
を
受
け

な
か
っ
た
（
医
療
機
関
に
か
か

ら
な
か
っ
た
）
世
帯
が
対
象
で
、

２
２
８
世
帯
が
受
賞
し
ま
し
た
。

被
表
彰
者
は
次
の
皆
さ
ん
で
す

（
氏
名
は
世
帯
主
名
、
敬
称
略
）。

な
お
、
掲
載
は
本
人
の
承
諾

が
あ
っ
た
人
の
み
で
す
。

◆
特
別
表
彰
（
38
世
帯
）

【
秋
葉
町
】
川
崎
惠
【
藤
木
町
】

川
崎
道
俊
【
本
鳥
栖
町
】
篠
原

和
子
【
布
津
原
町
】
尊
田
義
肇

【
宿
町
】
大
橋
捷
彦
、
平
川
百
合

子
【
神
辺
町
】
権
藤
英
樹
【
萱

方
町
】
松
雪
政
子
【
古
賀
町
】

山
本
晴
彦
【
曽
根
崎
町
】
山
内

直
文
【
幡
崎
町
】
秋
山
ナ
ミ
エ

【
江
島
町
】
道
久
勝
信

◆
１
級
表
彰
（
該
当
な
し
）

◆
２
級
表
彰
（
３
世
帯
）

◆
３
級
表
彰
（
１
８
７
世
帯
）

【
轟
木
町
】
田
中
美
代
子
【
元
町
】

青
木
春
代
、
近
藤
龍
男
、
原
田

ヤ
チ
ヨ
【
秋
葉
町
】
槇
原
國
惠
、

江
里
鉄
二
【
藤
木
町
】
石
田
良

子
、
大
石
美
枝
子
、
樋
口
キ
ヨ

子
【
今
泉
町
】
才
田
美
佐
子

【
東
町
】
増
田
悟
【
本
町
】
北
村

忠
雄
、
森
山
政
利
【
本
鳥
栖
町
】

原
口
京
子
【
京
町
】
高
橋
盛
夫

【
古
野
町
】
天
本
敦
子
、
千
々
岩

峰
子
【
宿
町
】
鶴
田
ヒ
デ
子
、

山
口
友
美
【
田
代
昌
町
】
佐
藤

英
世
、
宮
本
信
行
【
田
代
上
町
】

遠
藤
志
乃
、
千
代
田
乃
大
【
今

町
】
松
原
と
み
子
【
弥
生
が
丘
】

中
村
美
惠
子
【
神
辺
町
】
並
木

「
第
７
回
米
米
コ
ン
テ
ス
ト
」

の
第
２
次
審
査
会
が
10
月
６
日

に
若
葉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。

「
自
分
で
作
る
お
米
を
使
っ

た
お
い
し
い
お
弁
当
」
を
テ
ー

マ
に
応
募
総
数
３
６
７
点
の
中

か
ら
、
１
次
審
査
を
通
過
し
た

15
点
の
作
品
を
審
査
。
調
理
し

た
技
術
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
な
ど

６
項
目
の
合
計
得
点
で
各
賞
を

決
定
し
ま
し
た
。

入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す

（
敬
称
略
）。

最
優
秀
賞
＝
福
田
拓
也
（
鳥
栖

中
１
年
）
▽
優
秀
賞
＝
豊
住
真

衣
（
鳥
栖
北
小
５
年
）
橋
本
佳

保
（
鳥
栖
中
１
年
）
▽
企
画

賞
＝
関
明
仁
（
鳥
栖
西
中
１
年
）

大
石
佳
代
（
一

般
）
▽
佳
作
＝

江
頭
つ
ば
さ

（
鳥
栖
小
６
年
）

葛
城
隼
人
（
同

５
年
）
中
島
健

斗（
麓
小
６
年
）

橋
本
優
香
（
鳥

栖
中
２
年
）
古

賀
祥
吾
（
基
里

中
３
年
）
▽
入
選
＝
高
木
萌
花

（
鳥
栖
小
６
年
）
野
口
雄
平
（
同

５
年
）
古
田
琴
子
（
鳥
栖
中
１

年
）
篠
原
真
人
（
同
）
杉
本
実

佐
姫
（
鳥
栖
高
２
年
）

入
賞
作
品
の
う
ち
、
最
優
秀

賞
、
優
秀
賞
の
作
品
は
、
11
月

24
日
（
土
）
か
ら
同
30
日
（
金
）

ま
で
、
河
内
町
に
あ
る
「
や
ま

び
こ
山
荘
」
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で

ラ
ン
チ
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
お
披

露
目
さ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
出

掛
け
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
市
米
消
費
拡
大
推

進
連
絡
協
議
会
（
農
林
課
内
4

85
・
３
５
６
３
）
へ
。

※市政情報を拡大してお知らせします。

交
通
規
制
に
ご
協
力
を

交
通
規
制
に
ご
協
力
を

市
で
は
、「
糖
尿
病
予
防
の
つ

ど
い
〜
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
も
一
緒

に
予
防
し
よ
う
！
」
を
開
催
し

ま
す
。
こ
の
機
会
に
楽
し
く
予

防
の
コ
ツ
を
学
び
ま
し
ょ
う
。

と
　
き
●
12
月
９
日
（
日
）
午

前
11
時
〜
午
後
３
時

と
こ
ろ
●
保
健
セ
ン
タ
ー

内
　
容
●
展
示
・
体
験
コ
ー
ナ

ー
（
午
前
11
時
〜
午
後
３
時
、

無
料
の
血
管
年
齢
測
定
コ
ー
ナ

ー
も
あ
り
ま
す
）
▽
栄
養
士
会

に
よ
る
食
事
に
つ
い
て
の
講

話
・
食
事
指
導
（
午
前
11
時
〜

午
後
２
時
）
▽
運
動
指
導
（
午

後
２
時
半
〜
同
３
時
）
＝
矢
野

十
志
江
さ
ん
（
健
康
づ
く
り
指

導
士
）
▽
基
調
講
演
（
午
後
１

時
〜
同
２
時
）
＝
今
村
洋
一
さ

ん
（
東
佐
賀
病
院
内
科
医
長
）

そ
の
他
●
当
日
弁
当
を
使
っ
た

昼
食
指
導
を
行
い
ま
す
（
弁
当

代
５
０
０
円
が
必
要
で
す
）

申
し
込
み
●
12
月
５
日
（
水
）

ま
で
に
保
健
セ
ン
タ
ー
（
4

85
・
３
６
５
０
）
へ

交
通
規
制
に
ご
協
力
を

や
ま
び
こ
山
荘
の
ラ
ン
チ

メ
ニ
ュ
ー
で
登
場最優秀賞に輝いた福田拓也くん

ト
シ
エ
【
浅
井
町
】
田
原
一
夫

【
古
賀
町
】
野
元
美
嗣
【
酒
井
西

町
】
嶋
津
末
盛
【
原
町
】

渕

義
實
【
幡
崎
町
】
鳥
飼
治
善

【
桜
町
】
陣
内
チ
ト
セ
【
蔵
上
】

緒
方
篤
、
飯
盛
シ
ヅ
カ
【
養
父

町
】
光
安
達
雄
【
牛
原
町
】
原

口
芳
則
【
山
浦
町
】
古
賀
博
子

【
原
古
賀
町
】
酒
井
美
好
、
松
永

猛
【
平
田
町
】
岸
栄
治
、
堤
武

志
【
立
石
町
】
二
見
信
子
【
江

島
町
】
池
田
秋
子
、
渡
邊
一
昭
、

種
子
田
正
継
【
儀
徳
町
】
古
賀

國
敏
、
篠
原
國
次
郎
、
原
敏
昭
、

夫
【
三
島
町
】
古
賀
加
代
子

元
村
健
二
【
下
野
町
】
池
尻



業
務
名
●
小
学
校
給
食
業
務

応
募
資
格
●
来
年
４
月
１
日
現

在
、
市
内
在
住
者
（
年
齢
制
限
は

あ
り
ま
せ
ん
。
以
前
嘱
託
職
員
と

し
て
雇
用
さ
れ
た
人
も
応
募
で
き

ま
す
）

募
集
人
員
●
若
干
名
　

雇
用
期
間
●
平
成
20
年
４
月
１
日

か
ら
同
21
年
３
月
31
日
ま
で
（
勤

務
成
績
が
良
好
な
と
き
は
雇
用
期

間
を
更
新
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
最
長
５
年
。
ま
た
来
年
１
月

か
ら
３
月
末
ま
で
日
々
雇
用
職
員

と
し
て
試
行
雇
用
し
ま
す
）

勤
務
形
態
●
午
前
８
時
半
〜
午
後

４
時
半
（
変
更
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
）。
試
行
雇
用
期
間
中
は
午

前
８
時
15
分
〜
午
後
５
時
。
土
・

日
曜
日
、
祝
日
は
休
み

賃
　
金
●
月
額
14
万
７
０
０
円

（
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
）。
試
行
雇
用
期
間
中
は
日

額
６
７
０
０
円

申
し
込
み
●
11
月
26
日
（
月
）

ま
で
に
申
込
書
（
記
載
例
を
参

照
）、
市
販
の
履
歴
書
に
写
真

を
貼
付
し
た
も
の
、
返
信
先
を

記
入
し
た
は
が
き
を
教
育
委
員

会
総
務
課
（
〒
８
４
１
―
８
５
１

１
鳥
栖
市
宿
町
１
１
１
８
番
地

4

85
・
３
６
９
１
）
へ
持
参
、

ま
た
は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
同

日
必
着

選
考
方
法
●
書
類
選
考
、
面
接
な

ど
（
12
月
２
日
を
予
定
）

結
果
通
知
●
合
否
に
関
係
な
く
12

月
中
に
全
員
に
通
知
し
ま
す

交
通
規
制
に
ご
協
力
を

市
で
は
、
多
様
化
す
る
環
境

問
題
に
対
応
し
、
よ
り
よ
い
環

境
を
次
の
世
代
に
引
き
継
ぐ
た

め
、
市
民
、
民
間
団
体
、
事
業

者
、
市
な
ど
の
役
割
を
明
確
に

し
、
長
期
的
な
展
望
に
立
っ
た

取
り
組
み
を
示
し
た
「
鳥
栖
市

環
境
基
本
計
画
」
を
平
成
14
年

に
策
定
し
ま
し
た
。

現
在
、
計
画
を
見
直
し
、
改

訂
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

改
訂
（
案
）
に
関
す
る
意
見
を

募
集
し
ま
す
。
頂
い
た
意
見
は

計
画
改
訂
の
資
料
と
し
、
後
日
、

市
の
考
え
方
と
と
も
に
公
表
す

る
予
定
で
す
。

な
お
、
改
訂
（
案
）
は
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.ci

ty.tosu.lg.jp

）
ま
た
は
、
環
境

対
策
課
で
11
月
20
日
（
火
）
か

ら
12
月
20
日
（
木
）
ま
で
閲
覧

で
き
ま
す
。

ま
た
、
鳥
栖
市
環
境
基
本
計

画
改
訂
（
案
）
以
外
の
環
境
問

題
全
般
に
関
す
る
意
見
も
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

提
出
方
法
●
12
月
20
日
（
木
）

ま
で
に
郵
便
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ

ー
ル
で
環
境
対
策
課
（
〒
８
４

１
｜
８
５
１
１
鳥
栖
市
宿
町
１

１
１
８
番
地
　
4

85
・
３
５
６

１
　
6

85
・
２
０
０
９
　
Ｅ
メ

ー
ルkankyou@

city.tosu.lg.jp
）

へ
住
所
、
氏
名
を
記
入
し
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
電
話

で
の
意
見
は
受
け
付
け
ま
せ
ん

交
通
規
制
に
ご
協
力
を

市
は
水
道
水
の
水
質
検
査
の
適

正
化
や
透
明
性
を
確
保
す
る
た
め

に
、
基
本
方
針
、
水
質
検
査
項
目

な
ど
を
明
記
し
た
「
平
成
20
年
度

水
質
検
査
計
画
（
案
）」
を
作
成

し
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
こ
の
計
画
（
案
）
に

関
す
る
意
見
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

頂
い
た
意
見
は
今
後
の
同
計
画
の

策
定
に
当
た
っ
て
、
資
料
と
し
て

参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

な
お
、
同
計
画
（
案
）
は
鳥
栖

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://www.c

ity.tosu.lg.jp

）
ま
た
は
上
下
水
道

局
管
理
課
総
務
係
（
〒
８
４
１
｜

８
５
１
１
鳥
栖
市
宿
町
１
１
１
８

番
地
　
4

85
・
３
５
３
７
　
6

81
・
３
１
０
５
）
で
閲
覧
で
き
ま

す
。

閲
覧
・
意
見
の
募
集
期
間
●
12
月

21
日
（
金
）
ま
で

募
集
方
法
●
は
が
き
、
封
書
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
の
み
。
電
話
で
の
意
見
は
受

け
付
け
ま
せ
ん

交
通
規
制
に
ご
協
力
を

来
年
４
月
か
ら
の
保
育
所
の

入
所
申
し
込
み
を
12
月
３
日

（
月
）
か
ら
10
日
（
月
）
ま
で
、

こ
ど
も
育
成
課
（
4

85
・
３
５

５
２
）
と
各
保
育
所
で
受
け
付

け
ま
す
（
保
育
所
は
校
区
に
限

ら
ず
希
望
で
き

ま
す
）。

現
在
入
所
中

で
、
来
年
度
も

引
き
続
き
入
所

を
希
望
す
る
人

は
申
し
込
み
の

必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
（
た
だ
し
、

税
額
証
明
書
と
各
種
証
明
書
は

必
要
で
す
）。

ま
た
、
今
年
度
中
に
申
請
を

し
て
い
て
も
入
所
し
て
い
な
い

人
は
、
再
度
申
し
込
み
が
必
要

で
す
。

交
通
規
制
に
ご
協
力
を



鳥
栖
の
紅
葉
の
名
所
「
市
民

の
森
」
は
11
月
中
旬
か
ら
12
月

初
旬
ま
で
に
見
ご
ろ
を
迎
え
ま

す
。
紅
葉
を
見
な
が
ら
、
家
族

で
の
ん
び
り
と
散
策
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

自
然
の
中
で
散
策
を
楽
し
ん

だ
後
は
「
と
り
ご
え
荘
」
や

「
や
ま
び
こ
山
荘
」
の
温
泉
に
ゆ

っ
く
り
つ
か
っ
て
、
疲
れ
を
癒

し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
農
林
課
（
4

85
・

３
５
６
３
）
へ
。

と
　
き
●
12
月
２
日
（
日
）
午

前
10
時
〜
午
後
４
時

と
こ
ろ
●
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

（
元
町
）

内
　
容
●
生
け
花
・
陶
芸
作
品

の
展
示
、
茶
道
・
陶
芸
の
体
験
、

歌
の
発
表
、
ダ
ン
ス
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
な
ど

問
い
合
わ
せ
●
勤
労
青
少
年
ホ

ー
ム
（
4
82
・
４
７
８
０
）

市
で
は
工
事
、
建
設
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
等
業
務
の
指
名
願

（
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
書
）

を
追
加
受
け
付
け
し
ま
す
。
１

月
７
日
か
ら
同
31
日
ま
で
に
契

約
管
財
課
へ
持
参
ま
た
は
送
付

し
て
く
だ
さ
い
。
当
日
必
着
。

指
名
願
の
有
効
期
間
は
平
成

20
年
４
月
１
日
か
ら
１
年
間
。

提
出
書
類
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.city.tosu.lg.jp

）

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
ま
た
は
同

課
窓
口
で
配
布
し
ま
す
。

詳
し
く
は
契
約
管
財
課
（
4

85
・
３
５
４
７
）
へ
。

市
は
10
月
24
日
付
け
で
、
山

本
は
り
き
ゅ
う
院
（
轟
木
町
１

４
１
６
番
地
１
）
の
施
術
所
開

設
に
伴
う
申
請
に
よ
り
、
市
国

民
健
康
保
険
は
り
・
き
ゅ
う
師

に
指
定
し
ま
し
た
の
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

詳
し
く
は
国
保
年
金
課
（
4

85
・
３
５
８
２
）
へ
。

11
月
25
日
か
ら
12
月
１
日
ま

で
は
「
犯
罪
被
害
者
週
間
」
で

す
。
期
間
中
、
犯
罪
被
害
者
な

ど
が
置
か
れ
て
い
る
状
況
や
生

活
の
平
穏
へ
の
配
慮
の
重
要
性

な
ど
に
つ
い
て
知
っ
て
も
ら
う

た
め
集
中
的
に
啓
発
事
業
な
ど

が
実
施
さ
れ
ま
す
。

犯
罪
被
害
者
の
権
利
や
利
益

の
保
護
が
図
ら
れ
る
社
会
を
目

指
し
、
地
域
一
体
と
な
っ
て
犯

罪
防
止
や
犯
罪
被
害
者
の
た
め

に
何
が
で
き
る
か
を
考
え
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

市

民

の

森

で

紅

葉

狩

り

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

文

化

祭

平
成
19

・
20

年
度

指
名
願
の
追
加
受
付

は
り
・
き
ゅ
う
師
の
指
定

犯
罪
被
害
者
週
間



詳
し
く
は
総
務
課
（
4

85
・

３
５
０
６
）
へ
。

12
月
10
日
は
「
人
権
デ
ー
」

で
す
。
世
界
人
権
宣
言
が
採
択

さ
れ
た
こ
と
を
記
念
し
た
も
の

で
、
こ
の
日
を
最
終
日
と
す
る

１
週
間
（
12
月
４
日
か
ら
10
日

ま
で
）
は
人
権
週
間
と
な
っ
て

い
ま
す
。

11
月
27
日
か
ら
12
月
６
日
ま

で
市
役
所
市
民
ホ
ー
ル
で
パ
ネ

ル
展
示
を
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
。

な
お
、
毎
月
第
２
水
曜
日
（
12

月
は
第
１
水
曜
日
）
に
市
役
所
２

階
で
人
権
相
談
を
行
っ
て
い
ま

す
。
詳
し
く
は
市
民
協
働
推
進
課

（
4
85
・
３
５
７
６
）
へ
。

対
　
象
●
高
校
、
大
学
な
ど
に

入
学
ま
た
は
在
学
す
る
人
の
保

護
者
。
保
護
者
が
給
与
所
得
者

の
場
合
は
世
帯
の
年
間
収
入
が

９
９
０
万
円
以
内
、
事
業
所
得

者
の
場
合
は
世
帯
の
年
間
収
入

が
７
７
０
万
円
以
内
の
人

融
資
額
●
学
生
・
生
徒
一
人
に

つ
き
２
０
０
万
円
以
内

返
済
期
間
●
10
年
以
内
（
交
通

遺
児
家
庭
ま
た
は
母
子
家
庭
は

１
年
の
延
長
が
可
能
）

利
　
率
●
年
２
・
５
％
（
平
成

19
年
５
月
10
日
現
在
）

返
済
方
法
●
毎
月
元
利
均
等
返

済
、
ボ
ー
ナ
ス
月
増
額
返
済

そ
の
他
●
在
学
期
間
内
で
元
金

の
返
済
を
据
え
置
く
こ
と
が
で

き
ま
す
（
返
済
期
間
に
含
む
）

問
い
合
わ
せ
●
教
育
ロ
ー
ン
コ

ー
ル
セ
ン
タ
ー
（
4

０
５
７

０
・
０
０
８
・
６
５
６
）

皆
さ
ん
が
納
め
て
い
る
税
金

は
く
ら
し
の
中
に
生
か
さ
れ
て

い
ま
す
。

「
県
た
ば
こ
税
」「
ゴ
ル
フ
場

利
用
税
」「
軽
油
引
取
税
」「
地

方
消
費
税
」
は
皆
さ
ん
の
消
費

や
施
設
利
用
に
よ
っ
て
支
え
ら

れ
る
県
税
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
行

政
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
た
め
の
貴

重
な
財
源
と
な
り
ま
す
。

県
で
は
「
バ
イ
さ
が
ん
運
動
」

を
展
開
し
て
い
ま
す
。
お
買
い

物
、
施
設
利
用
は
ぜ
ひ
県
内
で

し
ま
し
ょ
う
。

詳
し
く
は
県
税
務
課
（
4

０

９
５
２
・
25
・
７
０
２
１
）
へ
。

佐
賀
県
は
、
県
内
で
昨
年
発

生
し
た
人
身
事
故
の
４
割
以
上

を
追
突
事
故
が
占
め
、
そ
の
割

合
が
全
国
で
１
番
高
く
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
を
裏
付
け
る
よ

う
に
運
転
中
の
携
帯
電
話
の
使

用
違
反
率
の
高
さ
も
九
州
で
１

番
で
す
。

「
運
転
中
に
携
帯
電
話
を
使

用
し
な
い
」
を
徹
底
し
追
突
事

故
の
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

詳
し
く
は
鳥
栖
警
察
署
（
4

83
・
２
１
３
１
）
へ
。

県
で
は
「
巡
回
労
働
相
談
」

と
「
電
話
相
談
」
を
行
っ
て
い

ま
す
。
相
談
無
料
。

◆
巡
回
労
働
相
談

と
　
き
●
12
月
４
日
（
火
）
午

前
10
時
〜
午
後
４
時

と
こ
ろ
●
県
鳥
栖
総
合
庁
舎

相
談
内
容
●
労
働
条
件
、
解
雇
、

労
働
保
険
、
労
働
組
合
な
ど

◆
電
話
相
談

と
　
き
●
月
曜
日
か
ら
金
曜
日

ま
で
（
祝
日
を
除
く
）
午
前
８

時
半
〜
午
後
５
時
15
分

電
話
番
号
●
０
９
５
２
・
25
・

７
１
０
０
（
県
雇
用
労
働
課
）

※市政情報、暮らしの情報がいっぱい。

■
出
会
い
の
相
談

結
婚
を
真
剣
に
考
え
て
い
る

人
の
相
談
に
応
じ
、
ふ
さ
わ
し

い
人
を
紹
介
し
ま
す
。
初
婚
・

再
婚
を
問
い
ま
せ
ん
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
な
の
で
相
談
は
無
料
。

た
だ
し
、
交
通
費
な
ど
を
頂
く

場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は

久
保
嘉
道
（
桜
町
4

82
・
２
０

０
５
）
ま
た
は
松
本
三
重
子

（
轟
木
町
4
82
・
７
８
３
３
）
へ
。

■
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
映
画
ま
つ
り

「
私
の
頭
の
中
の
消
し
ゴ
ム
」

12
月
１
日
（
土
）、
１
回
目
＝

午
後
２
時
〜
、
２
回
目
＝
午
後

６
時
〜
。
中
央
公
民
館
、
定
員

は
各
回
４
０
８
人
（
先
着
順
）。

入
場
無
料
。
入
口
で
募
金
を
お

願
い
し
ま
す
。
詳
し
く
は
鳥
栖

三
養
基
地
区
労
働
者
福
祉
協
議

会
（
4
82
・
３
１
０
０
）
へ
。

■
鳥
栖
市
民
大
学

11
月
24
日
（
土
）
午
後
２
時

〜
、
市
立
図
書
館
。
内
容
は

「
マ
ザ
ー
テ
レ
サ
と
そ
の
世
界
」

で
入
場
無
料
。
詳
し
く
は
鳥
栖

市
民
大
学
事
務
局
（
4

83
・
７

４
９
０
）
へ
。

み
ん
な
の
伝
言
板

巡

回

労

働

相

談

国
の
教
育
ロ
ー
ン

12
月
４
日
〜
10
日
は

人

権

週

間

バ
イ
さ
が
ん
県
民
運
動

運
転
中
の
携
帯
電
話

使
用
を
や
め
ま
し
ょ
う



※市政情報、暮らしの情報がいっぱい。

◆
正
月
か
ざ
り
を
作
る

４
日

（
火
）
田
代
公
民
館

◆
ク
リ
ス
マ
ス
の
ア
レ
ン
ジ
メ

ン
ト

６
日
（
木
）
旭
公
民
館

◆
小
物
鉢
に
よ
る
花
鉢
を
作
り
、

お
正
月
を
飾
る

８
日
（
土
）

中
央
公
民
館

◆
開
花
後
の
後
始
末
と
管
理
及

び
腐
葉
土
づ
く
り
　
14
日
（
金
）

鳥
栖
公
民
館

◆
予
備
剪
定
、
元
肥
入
れ
、
つ

る
バ
ラ
の
誘
引
（
現
地
実
習
）

19
日
（
水
）
若
葉
公
民
館

※
時
間
は
午
前
９
時
半
〜
同

11
時
。
８
日
の
中
央
公
民
館
の

み
午
後
１
時
半
〜
同
３
時
。
詳

し
く
は
市
花
と
み
ど
り
の
推
進

協
議
会
（
4

85
・
３
６
０
３
）

へ
。

と
　
き
●
12
月
12
日
（
水
）
午

後
１
時
半
〜
同
３
時

と
こ
ろ
●
保
健
セ
ン
タ
ー

テ
ー
マ
●
レ
ス
ト
ラ
ン
店
長
が
教

え
ま
す
！
心
と
体
に
お
い
し
い
食

の
コ
ツ

講
　
師
●
イ
タ
リ
ア
料
理
「
ヴ
ェ

ロ
ー
ナ
」
店
長

参
加
料
●
無
料

申
し
込
み
●
保
健
セ
ン
タ
ー

（
4
85
・
３
６
５
０
）
へ

と
　
き
●
12
月
９
日
（
日
）
午

前
８
時
20
分
集
合
、
午
前
８
時

半
〜
午
後
５
時
半

集
合
場
所
●
市
役
所
玄
関
前

内
　
容
●
伊
都
国
歴
史
博
物

館
・
岩
門
城
跡
・
丸
ノ
口
古
墳

群
な
ど
を
見
学
し
ま
す

定
　
員
●
30
人
（
先
着
順
）

参
加
料
●
５
０
０
０
円
（
保

険
・
バ
ス
・
食
事
代
ほ
か
）

問
い
合
わ
せ
●
教
育
委
員
会
生

涯
学
習
課
（
4
85
・
３
６
９
５
）

と
　
き
●
12
月
１
日
（
土
）
・

２
日
（
日
）
・
８
日
（
土
）
・

９
日
（
日
）
・
15
日
（
土
）
・

16
日
（
日
）。
い
ず
れ
も
午
前
の

部
＝
午
前
10
時
〜
、
午
後
の

部
＝
午
後
２
時
〜

と
こ
ろ
●
中
冨
記
念
く
す
り
博

物
館

内
　
容
●
昔
の
く
す
り
作
り
の

道
具
（
薬
研
）
を
使
っ
て
、
お

屠
蘇
を
作
り
ま
す

定
　
員
●
各
30
人

参
加
費
●
大
人
３
０
０
円
、
高

校
・
大
学
生
２
０
０
円
、
小
・

中
学
生
１
０
０
円
（
入
館
料
を

含
む
）

申
し
込
み
●
事
前
に
電
話
ま
た

は
直
接
、
同
博
物
館
（
4

84
・

３
３
３
４
）
へ

対
　
象
●
親
子
10
組
20
人
（
子

ど
も
は
３
歳
以
上
）

と
　
き
●
12
月
15
日
（
土
）
午

後
２
時
〜
同
５
時

と
こ
ろ
●
サ
ン
メ
ッ
セ
鳥
栖

受
講
料
●
無
料
（
材
料
費
１
点

に
つ
き
２
５
０
０
円
と
焼
成
代

１
０
０
０
円
）

申
し
込
み
●
11
月
25
日
（
日
）

午
前
９
時
以
降
に
サ
ン
メ
ッ
セ

鳥
栖
（
4
84
・
２
１
２
１
）
へ

と
　
き
●
12
月
14
日
（
金
）
・

１
月
18
日
（
金
）
い
ず
れ
も
午

後
７
時
〜
同
９
時

と
こ
ろ
●
サ
ン
メ
ッ
セ
鳥
栖

受
講
料
●
無
料
（
材
料
費
７
０

０
０
円
）

定
　
員
●
20
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み
●
11
月
23
日
（
祝
）

午
前
９
時
以
降
に
サ
ン
メ
ッ
セ

鳥
栖
（
4
84
・
２
１
２
１
）
へ

エコ（環境配慮）行動
ＶＯＬ.57

12

月
の
園
芸
教
室

健

康

大

学

手
作
り
お
屠
蘇
教
室

鳥
栖
の
町
づ
く
り
と

歴
史
・
文
化
講
座

陶

芸

教

室

プ

リ

ザ

ー

ブ

ド

フ

ラ

ワ

ー

教

室



市政情報のスポットCM

水道の修繕

市への提言・意見

人のうごき

テレビ広報とす

今月の納税




